













































































































































































































































































































































































































２ 　一例として、2008年 7月 10日付中日新聞夕刊には、
作家の黒井千次氏が当該制度へ組み入れられることで、
従来加入していた健康保険組合から離脱させられる心情
を、「心の家を破壊」されるにも似た事態であると語ると
ともに、人間ドックの受診がしにくくなるなど高齢者医
療が後退するのではとの不安を記している。
３　2008年9月21日付中日新聞朝刊
４ 　地方の医師会の一部に、後期高齢者医療制度に反発し
次期総選挙では自民党ではなく民主党候補者を支援する
動きがあると報じられている（2008年10月16日付中日
新聞朝刊）。
　 　医師会の支持を取り付けるための見直しであってはな
らないことはいうまでも無い。
５　厚生統計協会『保険と年金の動向』2007年、14-15頁
６ 　横山和彦・田多英範編著『日本社会保障の歴史』（学文
社、1993年）280頁
７ 　土佐和男『高齢者の医療の確保に関する法律の解説』（法
研、2008年）26-28頁
８ 　第1回社会保障審議会 後期高齢者医療の在り方に関す
る特別部会資料
９　同　上
10 　批判内容の全体像は、フリー百科事典『ウィキペディ
ア（Wikipedia』を参考にした。
11　www.med.or.jp/nichikara/koukikourei.pdf
12　hodanren.doc-net.or.jp/sonota/0706214kourei.pdf 
13　2008年10月9日付中日新聞朝刊
14　2008年10月23日付中日新聞朝刊
後期高齢者医療制度に関する一考察
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